
14:30～ 基調講演 IMFからみた世界経済・貿易の動向について

講演者：鷲見 周久 氏
（国際通貨基金（IMF）アジア太平洋地域事務所長）

15:45～ パネルディスカッション これからの国際物流・税関のあり方について
パネリスト ：朝日 誠人 氏（日本通運㈱ 神戸国際輸送支店長）

小野 隆 氏（シスメックス㈱ 執行役員SCM本部長）

竹林 幹雄 氏（神戸大学大学院 教授）

辻󠄀 英之 氏（神戸市 港湾局長）

寺崎 誠司 氏（兼松㈱ IT企画部長）

モデレーター：大西 靖 （神戸税関長）

※ パネリストは変更となる可能性がございます。

神戸税関シンポジウム

これからの国際物流

す み ちかひさ

FAX、E-mailのいずれかにてお申し込みください（お申し込み方法の詳細は裏面をご参照ください）。

※ 案内状はお送りしません。また、申込者の個人情報は、当シンポジウムの運営にのみ使用し、責任をもって管理いたします。
※ 本シンポジウムに係るお問い合わせは、神戸税関シンポジウム事務局（TEL：078-333-3032）までご連絡ください。

近年、グローバリゼーションの進展により、経済活動は急速に国際化しています。我が国においても、
TPP11、日EU経済連協定の締結・発効、さらには日米貿易協定やRCEPの交渉進展などメガ
EPAが進められています。こうした中、米中貿易摩擦や英国のEU離脱問題等世界経済・貿易・投
資に対する不透明感が急速に拡大、世界経済の減速が懸念されているところです。

一方、物流の現場においても、電子商取引の拡大等により貨物取扱量が増加する中、トラックドラ
イバーや船員をはじめとする人手不足問題の深刻化、トラック渋滞の慢性化、急速に進展するAI
等IT技術の活用など、大きな変化が見られます。

そこで、神戸税関では、国内外や神戸で活躍する有識者・実務家の皆様を講師・パネリストとして
お招きし、これからの国際物流・税関のあり方を考えるシンポジウムを開催いたします。

開催日時：令和元年11月29日（金）14:30～17:15（14:00 開場）

会 場：神戸税関本関庁舎 2階 講堂

定 員：200人（先着順となります）

主催：神戸税関

参加
無料

を
考
え
る

PROGRAM

［講演者略歴］
大阪府出身。甲陽学院中学校、甲陽学院高等学校を経て昭和57年（1982年）3月に東京大学法学
部を卒業。同年4月に大蔵省（財務省）に入省し、財務省副財務官、理財局国庫・国債担当審議官、
金融庁総務企画局参事官などの要職を歴任。
2016年9月28日に現職に就任。IMFワシントン本部ではアジア太平洋局等に7年間在籍し、その間、対
フィリピン、シンガポール、ニュージーランド及びフィジーIMF代表団を率いるなど、様々な国を担当。また、同局
の金融セクター・サーベイランスグループ代表を務め、2015年には“The Future of Asian Finance”を出
版するなど、アジア金融の将来に関するプロジェクトを主導。

お申し込み方法

（五十音順）



神戸税関シンポジウム

これからの国際物流を考える

開催日時：

令和元年11月29日（金）
14:30～17:15（14:00 開場）

参加お申し込み方法

 参加をご希望の方は、参加者全員の氏名・所属・役
職・連絡先等の必要事項をご記入の上、FAX、E-
Mailのいずれかでお申し込みください。

 案内状はお送りしません。また、申込者の個人情報
は、当シンポジウムの運営にのみ使用し、責任をもっ
て管理いたします。

 定員に達し次第、申し込みを締め切ります。締切後
のお申込者に対しては事務局から連絡申し上げます。

お申し込み先

会 場：

神戸税関本関庁舎 2階 講堂
※ JR「三ノ宮駅」、阪急電鉄「神戸三宮駅」又は阪神電
鉄「神戸三宮駅」下車、南へ徒歩約15分

神戸税関シンポジウム事務局

FAX：078-333-3051

E-Mail：kobe-research@customs.go.jp

※ お申し込みの際、番号、メールアドレスのお間違えないよう
ご留意ください。

神戸税関シンポジウム 参加申込書

ご
氏
名

ふりがな ご所属

役職名

連絡先
（E-Mail又はFAX、TEL）

ご
氏
名

ふりがな ご所属

役職名

連絡先
（E-Mail又はFAX、TEL）

ご
氏
名

ふりがな ご所属

役職名

連絡先
（E-Mail又はFAX、TEL）

FAX：078-333-3051（神戸税関シンポジウム事務局）


